
2022年10月 発行

スーパーフェルトン® Ⅱ,Ⅲ
柔軟性に富む折板屋根用断熱材

B12-2210-03-SH-SH-改-2106

2022年10月 発行



燃えないガラス長繊維の積層体で、柔軟性に富む折板屋根用断熱材です。
耐火・断熱・保水・吸音に優れた性能を発揮します。

ガラス長繊維

ニードル加工

ポリエステル不織布

スーパーフェルトンⅡ,Ⅲは、ガラス長繊維の積層体の表面を不織布で被覆し、
ニードル加工の上、樹脂バインダーを施した、白色の柔軟性に富むマットです。

不燃材料です。
スーパーフェルトンⅡ,Ⅲはガラス長繊維を主成分とする
不燃材料です。

断熱性に優れています。
λ＝0.035W/（m・K）（23℃）で、有効な断熱性能を
確保できます。

吸音性があります。
繊維質で連続気孔を有し、優れた吸音性を発揮し
ます。

層間強度が高い。
基材と表面不織布がニードル加工されており、特殊
な樹脂加工により層間強度が高くなっています。

保水性があります。
ガラス長繊維の積層体は保水性が良好なため、結
露水が垂れるのを防ぎます。

［参考］ホルムアルデヒド放散：放散速度5μg／㎡h以下※

［測定機関：㈶化学物質評価研究機構］
※放散速度5μg／㎡h以下はJIS規格で規定されている「F☆☆☆☆」と同じ等級です。

本製品はシックハウス対応の建築基準法施行令20条の7告示対象外製品です。
※Ⓡが付された名称はニチアス㈱の登録商標です。

3

適合認定屋根構造

構造

品質特性

注1：スーパーフェルトンⅡについて厚さ10mm品はお問い合わせください。
注2：製造上、継ぎ目が入る場合があります。
注3：断熱計算は、規格値にて実施ください。
注4：測定機関：（一財）建材試験センター
注5：㈳日本金属屋根協会 断熱亜鉛鉄板委員会加盟会社の取得認定になります。当社は当委員会の賛助会員であるため認定書を発行することができませんので、認定が必要な場合は、

ご使用する折板屋根材メーカーの正会員より入手してください。

亜鉛鉄板折板屋根

スーパーフェルトンⅡ,Ⅲ（厚さ5㎜以上）

はり（1時間耐火構造）

タイトフレーム

スーパーフェルトンⅢスーパーフェルトンⅡ
項　　目 性　能　値

製　品　名　称
厚　　さ
幅
長　　さ
密　　度
熱伝導率（平均温度23±2℃）

（㎜）
（㎜）

（m／ロール）
（㎏／㎥）

（W／（m・K））

耐　火　認　定注5

注2

注1

NM-2922

5 8
指定寸法（50～1,000）

0.035以下
0.031

50、100

FP030RF-9325

30、60
120＋20、－10 120±20

不　燃　認　定 NM-2939

5 8

50、100
140±20

FP030RF-0501、FP030RF-0502、FP030RF-0633、FP030RF-0925、FP030RF-0927、
FP030RF-1504、FP030RF-1799、FP030RF-1801、FP030RF-1802

30、60

※平成12年国土交通省告示第1399号第四項、三号より
「床面から、はりの下端までの高さが4m以上の鉄骨造の小屋組で、
その直下に天井がないもの又は、直下に不燃材もしくは準不燃材で
作られた天井があるもの」は、そのままで「はり耐火1時間構造」に該当
し、耐火被覆は不要です。
告示は改正される場合がありますので、最新の内容をご確認ください。

折板屋根

スーパーフェルトン

スーパーフェルトンⅡ適合認定屋根構造

スーパーフェルトンⅢ適合認定屋根構造

FP030RF-0501
FP030RF-0502
FP030RF-0633
FP030RF-0925
FP030RF-0927
FP030RF-1504
FP030RF-1799
FP030RF-1801

FP030RF-1802

K0920
K1525
H1750
H0930・1山
H0930・2山
H0740
H1750
K1525

K0920

2250㎜以下
3750㎜以下
4500㎜以下
3500㎜以下
3500㎜以下
1220㎜以下
5000㎜以下
3750㎜以下

2500㎜以下

0.6～1.2㎜
0.8～1.2㎜
0.8～1.2㎜
0.6～1.2㎜
0.6～1.2㎜
0.6～1.2㎜
上葺：0.8～1.2㎜
下葺：0.6～1.2㎜
上葺：0.6～1.2㎜
下葺：0.6～1.2㎜

折板分類認定名称 許容梁間 鋼板厚み認定番号注1

注2

裏張り材の
組み合わせで
認定名称が
異なります。

ガラス繊維
シート断熱材
裏張/めっき
鋼板製折板
屋根

FP030RF-9325

折板分類認定名称 許容梁間 鋼板厚み

JISA6514の
ほぼ全範囲

折板分類
による

0.6㎜以上
折板分類による

認定番号注1

無機質断熱材裏
張/金属板屋根

注1：（社）日本金属屋根協会 断熱亜鉛鉄板委員会加盟会社の認定になりま
す。当社は当委員会の賛助会員であるため認定書を発行することが出来
ませんので、認定書が必要な場合は、ご使用する折板屋根材メーカーの
正会員より入手してください。  

注2：裏張り材の組み合わせで認定名称が異なります。     

（1）グラスウール断熱材充てん/めっき鋼板･ガラス繊維シート断熱材裏張めっき鋼
板製折板屋根

（2）グラスウール断熱材充てん/ガラス繊維シート断熱材裏張めっき鋼板･めっき鋼
板製折板屋根

（3）グラスウール断熱材充てん/両面ガラス繊維シート断熱材裏張めっき鋼板製折
板屋根

（4）グラスウール断熱材充てん/ガラス繊維シート断熱材裏張めっき鋼板･無機質高
充填フォームプラスチック裏張めっき鋼板製折板屋根

（5）グラスウール断熱材充てん/無機質高充填フォームプラスチック裏張めっき鋼
板・ガラス繊維シート断熱材裏張めっき鋼板製折板屋根

×：裏張り材なし
G：スーパーフェルトンⅢ
P：無機質高充填フォーム
　　プラスチック t＝4～10㎜

張付け位置
上葺材
下葺材

（1）
×
G

（2）
G
×

（3）
G
G

（4）
G
P

（5）
P
G

規格値 注3 

実測値 注4 
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4 5

残響率法吸音率測定結果（ JIS A 1409 1998 残響室法吸音率の測定方法）
人間の耳が最も敏感に反応する周波数帯

等
価
吸
音
面
積﹇
㎡
﹈

周波数［Hz］

防露試験

吸
音
率

スーパフェルトンⅡ5㎜
スーパフェルトンⅡ8㎜
スーパフェルトンⅢ5㎜
スーパフェルトンⅢ8㎜
無機質高充填フォームプラスチック 4㎜
折板のみ

1.2 20.0

18.0

16.0
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8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0
100 125 160 200 250 315 400 500 360 800 1000 1250 1600 2000 2500 3150 4000 5000

低 吸音効果

折板のみ ＜ プラスチック系4mm ＜ スーパーフェルトン 5mm ＜ スーパーフェルトン 8mm
高

■非燃焼性

断熱材の性能比較

引張り強さ試験方法
試験片（幅50㎜）を左右に引っ張り、試験破断時の最大荷重
を測定する。

Ｐ：引っ張り力
ｔ：試料厚さ

層間はく離強さ試験方法
試験片（幅50㎜）に、長さ方向（長さ200㎜）へ50㎜の切り込み
を入れ、両側を引っ張り、切断時の荷重を測定する。

最大保水率試験方法
Ｗ0…試験片の絶乾時の重量
Ｗ1…試験片の飽水時の重量 保水率（％）＝ ×100

（吸水率）

Ｗ1－Ｗ0
Ｗ0

性能（スーパーフェルトン® Ⅱ,Ⅲ共通）

50
㎜

t

50
㎜

200㎜
50㎜

項目 厚さ（㎜）

最大保水率（％）
5

500以上
8

400以上

項目 厚さ（㎜）

層間はく離強さ（N／50㎜）
5
8以上

8
3以上

項目 厚さ（㎜）

引張り強さ（N／50㎜）
5

60以上
8

80以上

●スーパーフェルトンはガラス繊維を主成分とし、非燃焼性
に優れます。無機質高充填プラスチックフォームに比べ
着火しにくく、万一の際のリスクを低減します。また、有害
ガスの発生も極めて少ない製品です。

試験方法

試験方法

JIS L 1091（1999）繊維製品の燃焼性
試験方法を準用

断熱材付き折板屋根を想定した容器を準備。恒温
恒湿室（30℃-80％）に設置して内部に氷水を入れ、
強制的に結露を発生させ、1時間毎に断熱材側への
結露水の発生状況を記録した。

45°ミクロバーナー法

ガラス繊維シート
スーパーフェルトンⅡ

溶融なし。燃焼長さ
（変色部分）7㎝。

ガラス繊維シート
スーパーフェルトンⅢ

溶融なし。燃焼長さ
（変色部分）6.5㎝。

無機質高充填フォーム
プラスチック系断熱材

溶融あり。長さ3.5
㎝の穴が開いた。

試
験
前
試
料

試
験
後
試
料

垂直バーナー法

ガラス繊維シート
スーパーフェルトンⅡ

表面の不織布が一
部燃焼するが、すぐ
に消える。

ガラス繊維シート
スーパーフェルトンⅢ

表面の不織布が一
部燃焼するが、すぐ
に消える。

無機質高充填フォーム
プラスチック系断熱材

完全に溶融した。
溶融長さ9.1㎝。

試
験
前
試
料

試
験
後
試
料

①A-1： 45°ミクロバーナー法
 ミクロバーナーで1分
 加熱後外観を観察。

②A-4： 垂直バーナー法
 ブンゼンバーナーで3秒
 加熱後、炎を取り除き
 外観を観察。

試験体→

バーナー

試験体

支持体

45°

25°

←バーナー

■吸音性
●折板屋根へのスーパーフェルトン裏貼りは、吸音効果を飛躍的
に向上させます。
特に、スーパーフェルトンは、人間の耳が最も敏感に反応する
周波数帯での吸音効果に優れています。

■防露性
●スーパーフェルトンは無機質高充填フォームプラスチックと
比較し、高い保水力を有します。
その能力により、万一結露が発生した場合でも一定時間
結露水が滴り落ちる事を防ぐ事が出来ます。

氷 折板

断熱材

　　　　　　　　　　　 時　間 0 1 2 3 4 5 6 7 考　察断熱材

なし（鋼板のみ） 0  2.3  5.0  9.1  11.7  15.6  19.8  21.9 

鋼板＋無機質高充填フォーム         3時間後 0  0  0  0.02  0.16  0.26  0.59  0.90プラスチック系断熱材　4㎜         に滴下

鋼板＋スーパーフェルトンⅡ・Ⅲ 5㎜ 0  0  0  0  0  0  0  0

鋼板＋スーパーフェルトンⅡ・Ⅲ 8㎜ 0  0  0  0  0  0  0  0 
結露水
滴下なし

1時間後
に滴下

氷

断熱材
鋼板
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残響率法吸音率測定結果（ JIS A 1409 1998 残響室法吸音率の測定方法）
人間の耳が最も敏感に反応する周波数帯
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施工
折板にスーパーフェルトンⅡ,Ⅲを貼り付ける方法として、下記の2種類の工法があります。

1． ロールフォーミング工法
フラットの

 鋼板に貼り付け 折板成型 屋根伏せ

（貼り付け）

●計算例（スーパーフェルトンⅡ）
（室内外の温湿度条件）
室内気温：θi＝23℃　相対湿度：ψ＝60％
室外気温：θo＝－3℃

スーパーフェルトンⅡ厚さ5㎜のとき
λ＝0.035

R＝̶＋̶＋̶＝0.297

θs＝23－̶×｛（23－（－3）｝＝13.3

θi＝23→上の表よりFi＝28.08

fi ＝28.08×̶＝16.85

上の表より露点温度：θf＝は14＜θf＜15
θf＞θs　よって表面結露します。
※ただし、スーパーフェルトンⅡは、保水性が良好なため、直ちに
水滴が落下するということはありません。

※換気が十分でない場合、屋根面付近で空気がよどみ、予測
より高温多湿になることがあります。
二重天井の場合は計算がより複雑になります。天井裏は低
温で多湿になりやすいため、換気に留意ください。

23
1
0.035
0.005

9
1

100
60

0.297
（̶）91

2． 後貼り工法

3. 搬入 4. 取りつけ

折板成型 貼り付け 屋根伏せ

（厚物、現場施工用）

成型完了した折板に、スーパーフェルトンⅡ,Ⅲを貼り付けます。

クレーンで天井面まで釣り上げます 施工完了

フラットの鋼板に、スーパーフェルトンⅡ,Ⅲを貼り付け、一体化
した状態で成型機に通し、所定の形状に成型します。

冬季の表面結露の計算例
下記の計算は、スーパーフェルトンⅡ,Ⅲが絶乾状態での算出例です。

θo

θs

折板

θi

スーパーフェルトン

t

外部

内部

（成型）

湿り空気の飽和水蒸気圧
温度
（℃）

飽和水蒸気圧
（hpa）

6 9.34
7 10.01
8 10.72
9 11.48
10 12.28
11 13.10
12 14.02
13 14.97
14 15.98
15 17.05
16 18.17
17 19.37
18 20.63
19 21.97
20 23.38
21 24.86
22 26.43
23 28.08
24 29.83
25 31.67
26 33.60
27 35.64
28 37.79
29 40.04
30 42.41

Goff-Gratchの公式による。

1．スーパーフェルトンⅡ,Ⅲの表面温度θsを求めます。

R＝̶＝̶＋̶＋̶…………………………（a注）

R：熱貫流抵抗 （m2・K）／W

K：熱貫流率 W／（m2・K）

ao：室外側表面熱伝達率 W／（m2・K）

ai：室内側表面熱伝達率 W／（m2・K）

t：スーパーフェルトンⅡ,Ⅲの厚さ （m）

λ：スーパーフェルトンⅡ,Ⅲの熱伝導率 W／（m・K）

θs＝θi－̶×（θi－θo）…………………………（b）

θs：スーパーフェルトンⅡ,Ⅲの表面温度（℃）

θi：内部の気温（℃）

θo：外部の気温（℃）

K
1

ao
1

λ
t

ai
1

（̶）ai1
R

2．室内の存在水蒸気圧（fi）を求める。

f i＝Fi×̶

fi：室内の存在水蒸気圧 （hPa）

Fi：温度θiの時の空気の飽和水蒸気圧 （hPa）

ψ：室内の相対湿度 （％）

3．室内の空気の露点温度（θf）を求める。
飽和水蒸気圧表より、室内存在水蒸気圧fiが、飽和

水蒸気圧となる温度（露点温度）θfを求めます。

4．判定
θfと1.で求めたθsを比較し

θf＜θs

であれば、表面結露の状態を呈しません。

注：●aの値は文献により、若干異なる値が提示されていますが、

冬季の屋根面については、

室内側　ai ＝ 9 W／（m2・K）

室外側　ao＝23W／（m2・K）

程度とみられます。

100
ψ

取り扱いの際は、長袖のゆったりした衣服、保護手袋、保護眼
鏡および防塵マスクを着用してください。
取り扱い後は、石鹸を用いて温水で洗い、うがいを励行してく
ださい。

注　意
ガラス繊維に触れると皮膚、眼、喉や鼻などに一時的にかゆみや痛みを引き起こすことがありますので以下の事項を順守してください。

●設計上の注意事項
　・カタログ、仕様書等に記載の用途や目的以外に使用しないでください。
　・製品の保水性能を超える環境に施工すると結露水が垂れる場合があります。
　・結露の恐れのある場合は換気設備を設置してください。

●運搬、保管上の注意事項
　・性能を維持させるため、水濡れに注意し、常温常湿で屋内保管してください。

●施工上の注意事項
　・カタログ、仕様書の内容に従って使用してください。
　・雨水が直接かかったり伝わるような部位には施工しないでください。折板の錆やカ
ビ発生の原因になります。

　・折板接合部に隙間があると、フィルター現象により製品に黒ずみが発生する場合が
ありますので、ご注意ください。

●廃棄上の注意事項
　・廃棄する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に従って処理してください。

■一般注意事項

切断した場合の屑は、速やかに袋に入れる等粉じんの飛散に注意してください。
作業着は、他の衣類等とは別に洗濯してください。 
かゆみ、痛みが続くときには医師の診断を受けてください。 

ワンポイントレッスン！ 冬季結露と結露計算の必要性

結露計算で、結露抑制に必要なフェルトン厚さ検証が必要！

結露のイメージ図 結露の発生過程

①外気が屋根を冷やす

②室内に冷えた空気層が生じる

③室内側の水蒸気が、
結露水として現れる

屋根 結露

水蒸気

低温側
（外気）

高温側
（室内）

冷えた空気層
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